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写真1 梨肌の黒曜石．十勝石沢川で採取．貝殻状断口を呈し、石
器の材料になる．白滝Ⅰ組成グループに属する．

写真2 赤石山山頂で採取．きれいな光沢で貝殻状断口を呈し良
質な黒曜石．石器の材料に最適．白滝Ⅱ組成グループ．

写真3 赤石山山頂で採取．鉄分の高温酸化により鮮やかな赤
に変色．花十勝．断面は角礫が固結した様子が見える．

写真4 赤石山山頂で採取．鉄分の高温酸化で茶色に着色． 茶の
石ともいう．角礫状になって流動し固結した様子が分かる．

写真5 圧力の低い部分ではガラスになれない．内部の黒曜石は
冷却時に引き延ばされた．棒状原石のでき方と同じか．

写真6 白滝産は、小さな球顆が入った黒曜石を数多く採取でき
るため、この特徴だけで白滝産であることが分かる．

写真7 黒曜岩と流紋岩の境界付近では、このような割れた黒曜
石と多数の球顆を見ることができる（赤石山産）．

写真8 大きく発達した球顆の周りにも小さな球顆ができている．
黒曜石の破片もある．白滝ではよく採取可能（赤石山産）．
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